
※階高は２,７５０を基準とする。

・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。

※設計上の留意事項

・家具（食卓、食器等）、冷蔵庫は設計時削除のこと。

・排気スリーブ位置は設備と打合せの上、スリーブ図にも記入のこと。

表札

Ｅ－１０５

部分はスラブ天Ｚ＋６０
記

Ａ
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凡

例

特

事

項

室　名

床高さ(ＦＬ)

天井高さ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強

転倒防止付鴨居

３）　特記なき限り、床下点検口は□４５０×４５０、天井点検口は□４５０×４５０とする（内装部品）。

５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。

６）　妻面の結露防止下がり天井については、外壁面等（外壁面、ＥＶホールや住居以外の室等に接する面）の場合に設けること。

クーラー用スリーブ

電気スリーブ

大阪府営住宅標準詳細設計図番号を示す。

排気スリーブ

給気口

部分はスラブ天ＳＬ-２８０

給気スリーブ(ダクト有り)

部分詳細図番号を示す。

台所兼食事室

ＣＨ=直天 ＣＨ=直天

バルコニー
Ｚ＋１２５ Ｚ±０～＋３０

＋１２５

洗面

Ｍ　Ｂ

Ｐ　Ｓ

便　所

Ｚ＋１２５

ＣＨ=２,０００

玄　関

ＣＨ=２,１２０

ホール

ＣＨ=２,１００

Ｚ＋１０５ Ｚ＋１２５

洗濯機防水パン

（設備工事）
床下点検口

（内装部品）

洗面化粧台

（設備工事）

下足箱

開放廊下

ＣＨ=直天

Ｚ＋６０～＋９０

室外機置場

Ｐ　Ｓ

天井点検口

（内装部品）

室外機置場

冷蔵庫

レンジ台

Ｄ　Ｓ

押　入

浴　室

（１階のみ下部ピット）
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ＣＨ=直天

和室

Ｚ＋１２５
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添付図８　標準平面詳細図（１ＤＫ）

Ｉ－番号

Ｅ－番号

給気スリーブ２００φ

排気スリーブ２００φ

上階Ｚから－３５０

下部：給気口１２５φ

排気スリーブ１５０φ

排気スリーブ１５０φ

Ｌ型手摺

クーラー用スリーブＶＰ１００φ

給気用スリーブ２００φ

上部棚

ＣＨ＝２,０００

下がり天井

ＣＨ＝２,０００

△天袋内壁面

（天　袋）

天井点検口
（内装部品）

Ａ

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝2,000

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

上部レンジフード廻り

Ｉ－１０４－(１)

上部吊り戸棚・水切り棚

（内装プレハブ部品）

流し台水切り板

流し台・コンロ台

Ｉ－１００－(２)

点検口２００×３００

天井点検口

（内装部品）

１２１６

Ｌ型手摺

Ｉ型手摺

Ｉ型手摺

Ｂ

Ｂ

Ｃ

カーテンレール（Ｓ）

Ｂ

ＢＡ

ＢＡ

Ａ

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

フロアードレイン

Ｅ－５０６

竪樋ＧＰ７５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

非常警報設備(設備工事)

Ｅ－１００－(２)

スリット

廊下用横引きドレイン５０φ

Ｅ－５０５

Ｉ－３０３

バルコニー隔板

Ｅ－１０１

点検口２００×３００

Ｅ－１０６

断熱材　ｔ＝２５

ドレイン用溝目地

Ｉ－３０３

手摺

Ｅ－１００－(１)

排水溝Ｗ＝８０

Ｉ型手摺

上框

廊下手摺

Ｅ－４０１－(２)

レジスター１５０φ用

▽梁面
▽梁型面
▽梁面

下がり天井

ＣＨ＝２,０００

△梁面 小梁　２５０×４３０

小
梁

　
４
５
０
×

６
０
０

小梁　３００×６００

Ｉ型手摺

アルミ見切り縁

ＣＨ＝浴室出入口額縁天端高さとする

下がり天井

▽梁型面

下がり天井

ＣＨ＝２,０００

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

物干金物（可動式）

Ｅ－１０２－(３)

排水溝Ｗ＝９５

上部：クーラー用スリーブ１００φ

クーラー用スリーブ１００φ

木見切

竪樋７５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

Ｉ－１０２

Ａ



※階高は２,７５０を基準とする。

・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。

※設計上の留意事項

・家具（食卓、食器等）、冷蔵庫は設計時削除のこと。

・排気スリーブ位置は設備と打合せの上、スリーブ図にも記入のこと。

スリーブ開口補強
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D13

部分はスラブ天Ｚ＋６０
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Ｅ－１００－(２)

スリット

上框

廊下用横引きドレイン５０φ

Ｅ－５０５

Ｅ－５０９－(１)(２)

竪樋７５φ

記
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例
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事

項

室　名

床高さ(ＦＬ)

天井高さ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強

転倒防止付鴨居

３）　特記なき限り、床下点検口は□４５０×４５０、天井点検口は□４５０×４５０とする（内装部品）。

５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。

６）　妻面の結露防止下がり天井については、外壁面等（外壁面、ＥＶホールや住居以外の室等に接する面）の場合に設けること。

クーラー用スリーブ

電気スリーブ

大阪府営住宅標準詳細設計図番号を示す。

排気スリーブ

給気口

部分はスラブ天ＳＬ-２８０

給気スリーブ(ダクト有り)

部分詳細図番号を示す。

Ｐ　Ｓ

Ｐ　Ｓ

浴　室

洗　面

Ｚ＋１２５
Ｍ　Ｂ

ＣＨ=２,１００

台所兼食事室

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

バルコニー

Ｚ±０～＋３０

ＣＨ=直天

和室

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

洋室

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

物　入

押　入

物　入

玄　関

Ｚ＋１０５

ＣＨ=２,１２０

便　所

Ｚ＋１２５

ＣＨ=２,０００

開放廊下

Ｚ＋６０～＋９０

ＣＨ=直天

（１階のみ下部ピット）

Ｄ　Ｓ
食器棚

冷蔵庫

室外機置場

室外機置場

下足箱

（内装部品）

床下点検口

天井点検口

（内装部品）

天井点検口
（内装部品）

天井点検口
（内装部品）

洗面化粧台
（設備工事）

洗濯機防水パン

（設備工事）

上部棚

Ｐ　Ｓ

ホール

Ｚ＋１２５

ＣＨ=２,１００

天井点検口
（内装部品）

洗面・便所床スラブ断面図　１：２０

509

450

Ｉ－番号

Ｅ－番号

添付図８　標準平面詳細図（２ＤＫ）
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排気スリーブ２００φ

給気スリーブ２００φ

排気スリーブ１５０φ

排気スリーブ１５０φ

下部：給気口１５０φ

表札

流し台水切り板アルミ見切り縁

Ｉ－１０２

点検口４５０×４５０
点検口２００×３００

点検口２００×３００
（内装プレハブ部品）

上部吊り戸棚・水切り棚

手摺

フロアードレイン

Ｅ－５０６

Ｅ－１０１

バルコニー隔板

竪樋ＶＰ７５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

Ｅ－１００－(１)

断熱材　ｔ＝２５

Ａ

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

Ａ

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,３５０

Ｉ－３０３

断熱材　ｔ＝２５

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

▽
梁

面

▽
梁

型
面

Ｉ型手摺

ＢＢ

Ｂ

Ｃ Ｂ

▽梁面

Ｉ型手摺

クーラー用スリーブ１００φ

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,７００

Ｉ－３０３

▽ＳＬ＋１２５

▽ＳＬ±０

流し台・コンロ台

Ｉ－１００－(２)

点検口２００×３００

Ｉ－１０４－(１)

上部レンジフード廻り

ＣＨ＝浴室出入口額縁天端高さとする

下がり天井

点検口２００×３００

ドレイン用溝目地

非常警報設備(設備工事)

▽梁型面
▽梁面

下がり天井
ＣＨ＝２,１００

小梁　３００×５００

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,８４５

下がり天井

ＣＨ＝２,０００

Ｌ型手摺

Ｅ－１０５

（可動棚）

Ａ

廊下手摺

Ｅ－４０１－(２) Ｉ型手摺

１２１６

Ｉ型手摺

Ｅ－１０６

Ｌ型手摺

カーテンレール（Ｓ）

小梁　２５０×４３０

ドレイン用溝目地

Ｉ－３０３

アルミ製面格子

Ｉ－３０１

給気口１２５φ

排気スリーブ２００φ

上階Ｚから　－３５０

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

小
梁

　
３
５
０
×

５
５
０

Ｂ

（天　袋）

排水溝Ｗ＝９５

物干金物（可動式）

Ｅ－１０２－(３)

排水溝Ｗ＝９５

クーラー用スリーブ１００φ

上部：クーラー用スリーブ１００φ

上部下がり天井（配線用）

ＣＨ＝２,１００



※階高は２,７５０を基準とする。

・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。

※設計上の留意事項

・家具（食卓、食器等）、冷蔵庫は設計時削除のこと。

・排気スリーブ位置は設備と打合せの上、スリーブ図にも記入のこと。

部分はスラブ天Ｚ＋６０

給気口１２５φ

排気スリーブ１５０φ

排気スリーブ１５０φ

給気スリーブ２００φ

排気スリーブ２００φ

クーラー用スリーブＶＰ１００φ

表札

点検口２００×３００ 点検口２００×３００

点検口２００×３００ 点検口４５０×４５０

アルミ見切り縁 流し台水切り板

Ｉ－１０２
上部吊り戸棚・水切り棚

（内装プレハブ部品）

流し台・コンロ台

Ｉ－１００－(２)

上部レンジフード廻り

Ｉ－１０４－(１)

点検口２００×３００

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,９００

Ｉ－３０３

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,８４５

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

断熱材　ｔ＝２５

断熱材　ｔ＝２５

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,７００

Ｅ－１０５

Ｅ－１００－(２)

スリット

廊下手摺

Ｅ－４０１－(２)

非常警報設備(設備工事)

下がり天井
ＣＨ＝２,０５０

Ｉ型手摺

上

カーテンレール（Ｓ）

Ｉ型手摺

Ｉ型手摺

Ｉ型手摺

Ｌ型手摺

アルミ製面格子

Ｉ－３０１

ドレイン用溝目地

ドレイン用溝目地

手摺

Ｅ－１００－(１)

竪樋ＶＰ７５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

フロアードレイン

Ｅ－５０６

バルコニー隔板

Ｅ－１０１

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

１２１６

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

ドレイン用溝目地

廊下用横引きドレイン５０φ

Ｅ－５０５

Ｅ－５０９－(１)(２)

竪樋７５φ

Ｅ－１０６

Ｌ型手摺

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｂ

上部：クーラー用スリーブＶＰ１００φ

Ｉ－３０３

（天　袋）（天　袋）（可動棚）

Ｉ－３０３

Ａ

▽梁面

上階Ｚから　－３５０

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＣＨ＝２,０００
下がり天井

▽
梁

面

▽梁面

△
梁

面

ＣＨ＝２,０００
下がり天井

ＣＨ＝浴室出入口額縁天端高さとする

下がり天井

小梁　３００×５５０

小
梁

　
４
０
０
×

６
０
０

小梁　２５０×４３０

▽梁型面

▽
梁

型
面

△
梁

型
面

框

Ｃ

点検口３００×２００

排水溝Ｗ＝９５

排水溝Ｗ＝９５

物干金物（可動式）

Ｅ－１０２－(３)

下部：給気口１５０φ

クーラー用スリーブ１００φ

上部：クーラー用スリーブ１００φ

クーラー用スリーブ１００φ

Ｂ

記

Ａ

Ｂ

Ｃ

凡

例

特

事

項

室　名

床高さ(ＦＬ)

天井高さ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強

転倒防止付鴨居

３）　特記なき限り、床下点検口は□４５０×４５０、天井点検口は□４５０×４５０とする（内装部品）。

５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。

６）　妻面の結露防止下がり天井については、外壁面等（外壁面、ＥＶホールや住居以外の室等に接する面）の場合に設けること。

クーラー用スリーブ

電気スリーブ

大阪府営住宅標準詳細設計図番号を示す。

排気スリーブ

給気口

部分はスラブ天ＳＬ-２８０

給気スリーブ(ダクト有り)

部分詳細図番号を示す。

Ｐ　Ｓ

浴室
Ｍ　Ｂ

台所兼食事室

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

和室（１）

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

和室（２）

バルコニー

Ｚ＋１２５

Ｚ±０～＋３０

ＣＨ=直天

ＣＨ=直天

洋室

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

物入
押入

便所

＋１２５

ＣＨ=２,０００

開放廊下

Ｚ＋６０～＋９０

ＣＨ=直天

玄関

Ｚ＋１０５

ＣＨ=２,１２０

ホール

Ｚ＋１２５

ＣＨ=２,１００

Ｄ　Ｓ

洗面

Ｚ＋１２５

ＣＨ=２,１００

押入

室外機置場
室外機置場

室外機置場

食器棚
冷蔵庫

洗面化粧台

（設備工事）

洗濯機防水パン

（設備工事）

床下点検口

（内装部品）

下足箱

天井点検口

（内装部品）

天井点検口
（内装部品）

天井点検口
（内装部品）

天井点検口
（内装部品）

Ｐ　Ｓ
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添付図８　標準平面詳細図（３ＤＫ）



※階高は２,７５０を基準とする。

・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。

※設計上の留意事項

・家具（食卓、食器等）、冷蔵庫は設計時削除のこと。

・排気スリーブ位置は設備と打合せの上、スリーブ図にも記入のこと。

上框

Ｉ型手摺

表札

Ｅ－１０５

部分はスラブ天Ｚ＋６０

排気スリーブ２００φ

記

Ａ

Ｂ

Ｃ

凡

例

特

事

項

室　名

床高さ(ＦＬ)

天井高さ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強

転倒防止付鴨居

３）　特記なき限り、床下点検口は□４５０×４５０、天井点検口は□４５０×４５０とする（内装部品）。

５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。

６）　妻面の結露防止下がり天井については、外壁面等（外壁面、ＥＶホールや住居以外の室等に接する面）の場合に設けること。

クーラー用スリーブ

電気スリーブ

大阪府営住宅標準詳細設計図番号を示す。

排気スリーブ

給気口

部分はスラブ天ＳＬ-２８０

給気スリーブ(ダクト有り)

部分詳細図番号を示す。

台所兼食事室

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

洋室（２）

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

バルコニー

Ｚ±０～＋３０

ＣＨ=直天

和室（２）

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

洋室（１）

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

開放廊下

Ｚ＋６０～＋９０

ＣＨ=直天

（１階のみ下部ピット）

押　入

物　入

和室（１）

Ｚ＋１２５

ＣＨ=直天

室外機置場

下足箱

Ｐ　Ｓ

Ｐ　Ｓ

浴　室

ＣＨ=２,１００

＋１２５

洗面

１２１６

Ｐ　Ｓ

便　所

Ｚ＋１２５

ＣＨ=２,０００

玄　関

ＣＨ=２,１２０

ホール

ＣＨ=２,１００
Ｚ＋１０５

Ｚ＋１２５

洗濯機防水パン

（設備工事）
床下点検口

（内装部品）

洗面化粧台

（設備工事）

天井点検口

（内装部品） 冷蔵庫

Ｐ　Ｓ

Ｄ　Ｓ

Ｍ　Ｂ

天井点検口
（内装部品）

物　入

Ｉ－番号

Ｅ－番号

添付図８　標準平面詳細図（４ＤＫ）
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Ｌ型手摺

室外機置場

室外機置場

排気スリーブ１７５φ

排気スリーブ１７５φ

排気スリーブ１７５φ

排気スリーブ１７５φ

給気スリーブ２００φ

レジスター１５０φ用
給気用スリーブ２００φ

給気スリーブ２００φ

クーラー用スリーブ１００φ

流し台・コンロ台

Ｉ－１００－(２)

上部レンジフード廻り

Ｉ－１０４－(１)

流し台水切り板

Ｉ－１０２

上部吊り戸棚・水切り棚

（内装プレハブ部品）

アルミ見切り縁

天井点検口

（内装部品）

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝2,000

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝2,000

天井点検口

（内装部品）

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,４００

カーテンレール（Ｓ）

クーラー用スリーブ１００φ

Ｉ型手摺

Ｉ型手摺

点検口２００×３００

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

Ｉ－３０３

廊下手摺

Ｅ－４０１－(２)

Ｅ－１００－(２)

スリット

非常警報設備(設備工事)

Ｃ
Ｂ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

ドレイン用溝目地

ドレイン用溝目地

下がり天井
ＣＨ＝２,１９５

廊下用横引きドレイン５０φ

Ｅ－５０５

竪樋７５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

ドレイン用溝目地

フロアードレイン

Ｅ－５０６

アルミ製面格子

Ｉ－３０１

点検口２００×３００

Ｉ型手摺

Ｌ型手摺

バルコニー隔板

Ｅ－１０１

排気スリーブ２００φ

上階Ｚから　－３５０

Ｅ－１０６

断熱材　ｔ＝２５

手摺

Ｅ－１００－(１)

下がり天井

▽
梁

型
面

▽
梁

面

ＣＨ＝２,０００

▽梁面
▽梁型面

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

小梁　３００×６００

▽梁面
▽梁型面

Ｂ

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

△
梁

面
△

梁
型

面

△梁面
△梁型面

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

△梁面
△梁型面

▽梁面
▽梁型面

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

下がり天井
ＣＨ＝２,０００

▽梁面
▽梁型面

上部棚

小
梁

　
４
５
０
×

６
０
０

小梁　２５０×４３０

小梁　２５０×４３０

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

結露防止下がり天井　Ｉ－３０５ 結露防止下がり天井　Ｉ－３０５

下がり天井

ＣＨ＝浴室出入口額縁天端高さとする

クーラー用スリーブＳＵＳ１００φ

給気口７５φ

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

物干金物（可動式）

Ｅ－１０２－(３)

Ｉ－３０３

<将来用>

下部：給気口１２５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

竪樋GＰ７５φ

Ｉ－３０３

<将来用>

排水溝Ｗ＝９５

上部：クーラー用スリーブ１００φ
下部：給気口１２５φ

クーラー用スリーブ１００φ

クーラー用スリーブ１００φ

上部：クーラー用スリーブ１００φ

将来用ＰＳ扉（鍵付）



ＹＹ

ＹＹ ＹＹ

Ｘ

Ｘ

ＹＹ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

給気用ガラリ（天井付）

カーテンレール（Ｗ）

カーテンレール（Ｗ）

換気乾燥暖房機

４２０×２９０

※階高は２,７５０を基準とする。

・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。

※設計上の留意事項

・家具（食卓、食器等）、冷蔵庫は設計時削除のこと。

・排気スリーブ位置は設備と打合せの上、スリーブ図にも記入のこと。
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部分はスラブ天Ｚ＋６０

Ｌ＝２,２４５

Ｌ＝１,１００

記

Ａ

Ｂ

Ｃ

凡

例

特

事

項

室　名

床高さ(ＦＬ)

天井高さ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強

転倒防止付鴨居

３）　特記なき限り、床下点検口は□４５０×４５０、天井点検口は□４５０×４５０とする（内装部品）。

５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。

６）　妻面の結露防止下がり天井については、外壁面等（外壁面、ＥＶホールや住居以外の室等に接する面）の場合に設けること。

クーラー用スリーブ

電気スリーブ

大阪府営住宅標準詳細設計図番号を示す。

排気スリーブ

給気口

部分はスラブ天ＳＬ-２８０

給気スリーブ(ダクト有り)

部分詳細図番号を示す。

バルコニー

Ｚm＋９５～＋１２５

ＣＨ=直天

サニタリー

Ｚm＋１２５

ＣＨ=２,３５０

洋室（１）

Ｚm＋１２５

ＣＨ=２,３５０

ＣＨ=２,４００

Ｚm＋１２５

玄　関

台所兼食事室

Ｚm＋１２５

ＣＨ=２,４００

ホール

Ｚm＋１２５

ＣＨ=２,４００

Ｐ　Ｓ

Ｍ　Ｂ
室外機置場

天井点検口

（内装部品）

天井点検口

（内装部品）

食器棚 レンジ台
冷蔵庫

M
H
W

押入

下足箱

洗濯パン置場 洗面化粧台
（設備工事）

（設備工事）

ＳＫ

ア

ア

Ｉ－番号

Ｅ－番号

添付図８　標準平面詳細図（ＭＡＩ-１ＤＫ）
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グラスウール保温板　ｔ＝２５

Z２

Ｐ　Ｓ

排気スリーブ１５０φ

給気スリーブ２００φ

排気スリーブ１５０φ

排気スリーブ１５０φ排気スリーブ１５０φ

排気スリーブ２００φ

排水スリーブ１２５φ

給気スリーブ２００φ

クーラー用スリーブＶＰ１００φ

Ｚm＋８０～＋１１０

開放廊下

ＣＨ=直天

（下部ピット）

Ｅ－１０１

バルコニー隔板

Ｉ－４０８

バルコニー側溝

Ｉ－４０３

アコーディオン門扉

Ｉ－３０３

竪樋ＧＰ７５φ

Ｉ－３０３

室外機用インサート

Ｉ－３０２

Ｉ－３０３

Ｅ－５０９－(１)(２)

手摺

Ｅ－１００－(１)

アルミ見切り縁 上部吊り戸棚・水切り棚

（内装プレハブ部品）

ＭＡＩハウス流し台・コンロ台 上部レンジフード廻り

Ｉ－４０５ Ｉ－１０４－(１)

点検口２００×３００

ホイストレール取付梁

Ｌ型手摺

Ｉ－４０１

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ステンレス製見切縁（ＳＵＳ３０４）

３５×２０　ｔ＝２．０

Ｉ型手摺

Ｂ

Ａ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｅ－１０６

スリット

Ｅ－１００－(２)

廊下手摺

Ｅ－４０１－(２)

廊下用横引きドレイン５０φ

竪樋７５φ

Ｅ－５０５

Ｅ－５０９－(１)(２)

カーテンレール（Ｓ）

小
梁

3
5
0
×

5
5
0

Ｂ Ｂ

非常警報設備(設備工事)

ＢＡ

バルコニー隔板

Ｅ－１０１

小梁　２５０×４３０
▽梁面Ｉ－３０３

上部：アルミ見切り縁

表札

Ｅ－１０５

小梁　３００×５００

上階Ｚから－３５０

（天袋無）

排水溝Ｗ＝９５

物干金物（可動式）

Ｅ－１０２－(３)

クーラー用スリーブ１００φ

クーラー用スリーブ１００φ

点検口４５０×４５０

Ｉ－４１６

身障者用手摺（上下可動式）

(ＦＬ＋６００・１,０００)

隅取付収納台２ヶ所

ア－ア断面



Ｅ－１００－(２)

スリット

手摺

Ｅ－１００－(１)

Ｉ型手摺

排気スリーブ１75φ

排気スリーブ２００φ

排気スリーブ１５０φ

給気口１２５φ

木製見切り縁

（天袋付）

バルコニー側溝

室外機用インサート

Ｉ－３０２

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

Ｉ－３０３

竪樋ＧＰ７５φ

Ｅ－５０９－(１)(２)

Ｉ－３０３

Ｉ－４０８

Ｉ－４０８

Ａ Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｉ－３０３

（天袋無）

Ｃ Ｂ

Ｂ

郵便受

Ｉ－４１３

アルミ製面格子

Ｉ－３０１

断熱材　ｔ＝２５

Ｅ－１０６

表札

Ｅ－１０５

下がり天井

ＣＨ＝１,９４５

▽
梁

型
面

Ｉ－４０８

Ｉ－３０２

Ｉ－３０３

上部レンジフード廻り

Ｉ－４０５ Ｉ－１０４－(１)

小梁　２５０×４３０

▽梁面

小梁　３００×５５０

下がり天井
ＣＨ＝２,３４５ クーラー室外機

予定位置

クーラー室外機

予定位置

Ｉ－３０３

廊下手摺

Ｅ－４０１－(２)

上階Ｚから－３５０

（天袋無）

下がり天井
ＣＨ＝２,２９５

▽
梁

面
▽

梁
型

面

小
梁

　
４
０
０
×

６
０
０

△
梁

面
△

梁
型

面

▽梁面
▽梁型面

300×600

Ｂ Ｂ

FBを示す

Ｅ－１０２－(３)

非常警報設備(設備工事)

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,４００

クーラー用スリーブＶＰ１００φ

ドレイン用溝目地

ステンレス製見切縁（ＳＵＳ３０４）

３５×２０　ｔ＝２．０

Z-75～-85

上部吊り戸棚・水切り棚

（内装プレハブ部品）

ＭＡＩハウス流し台・コンロ台

ホイストレール取付梁

排気スリーブ１５０φ

点検口２００×３００

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,９４５

上部：クーラー用スリーブＶＰ１００φ

クーラー用スリーブＶＰ１００φ

下部：給気口１５０φ

室外機用インサート

クーラー用スリーブＶＰ１００φ

カーテンレール（Ｗ）

Ｌ＝１,９４５

バルコニー側溝

給気スリーブ２００φ

物干金物（可動式）

バルコニー側溝

バルコニー隔板

Ｅ－１０１

アコーディオン門扉

Ｉ－４０３

止Ｈ

ア

ア

隅取付収納台２ヶ所

(ＦＬ＋６００・１,０００)

カーテンレール（Ｓ）

天井点検口

換気乾燥暖房機

４２０×２９０

ＳＫ
（設備工事）

Ｉ－４１６

洗濯パン置場

Ｌ型手摺

Ｉ－４０１

洗面化粧台
（設備工事）

身障者用手摺（上下可動式）

天井点検口

点検口４５０×４５０

Ｐ　Ｓ

※階高は２,７５０を基準とする。

・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。

※設計上の留意事項

・家具（食卓、食器等）、冷蔵庫は設計時削除のこと。

・排気スリーブ位置は設備と打合せの上、スリーブ図にも記入のこと。

部分はスラブ天Ｚ＋６０

Ｐ　Ｓ

Ｍ　Ｂ

ＣＨ=直天

ホール

物　入玄　関

ＣＨ=直天

（下部ピット）

物　入

物　入

Ｐ　Ｓ

下足箱

室外機置場

天井点検口
（内装部品）

天井点検口

（内装部品）
３００×６００

食器棚 レンジ台
冷蔵庫

M
H
W

物　入

天井点検口

（内装部品）

収納棚

Ｚ-75～-105

Ｚ-75

ＣＨ=２,４００

洋室（１）

バルコニー

Ｚ-75

ＣＨ=２,400

サニタリー

Ｚ-75

ＣＨ=２,４００

Ｚ-75

ＣＨ=２,４００
開放廊下

Ｚ-75

ＣＨ=２,４００

洋室（２）

台所兼食事室

Ｚ-75

ＣＨ=２,４００

記

Ａ

Ｂ

Ｃ

凡

例

特

事

項

室　名

床高さ(ＦＬ)

天井高さ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強

転倒防止付鴨居

３）　特記なき限り、床下点検口は□４５０×４５０、天井点検口は□４５０×４５０とする（内装部品）。

５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。

６）　妻面の結露防止下がり天井については、外壁面等（外壁面、ＥＶホールや住居以外の室等に接する面）の場合に設けること。

クーラー用スリーブ

電気スリーブ

大阪府営住宅標準詳細設計図番号を示す。

排気スリーブ

給気口

部分はスラブ天ＳＬ-２８０

給気スリーブ(ダクト有り)

部分詳細図番号を示す。
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・１階一般住戸は、ＭＡＩハウスタイプ外部廊下とのレベル差を考慮し、スロープを設け階高を検討すること。

・階高は、Ｚレベルから大梁構造寸法下、Ｈ＝２,０００を確保すること。

・(　　)内寸法は、柱寸法に応じて変動させること。
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５）　＊印は各メーカー仕様の寸法による。

２）　共用廊下、バルコニーのドレイン・竪樋の位置については平面図参照のこと。

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種

　　　（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍを躯体に打ち込む事。

４）　Ｄ・Ｂ寸法は柱巾，ｄ寸法は梁巾を示す（構造図による）。(　)寸法は構造による。
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非常警報設備(設備工事)
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バルコニー隔板
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ホイストレール取付梁

上階Ｚから－３５０点検口２００×３００

下部：給気口１２５φ

上部：クーラー用スリーブ１００φ


